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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
歯周治療のゴールドスタンダードはscaling root planing (SRP)を中心とした感染細菌

塊の機械的除去であり、抗菌薬の使用は機械的除去と併用する補助的な位置付けである。

しかし、SRP のみでは歯周組織内部の歯周病原細菌が除去しきれない可能性がある。組織

内部の感染源の完全な除去には抗菌薬の併用が不可欠であり、組織内部の細菌に対する抗

菌薬の効果を評価することが重要である。そこで本研究は、歯周病感染器官培養モデルを

確立し、組織内部の細菌に対する抗菌薬の評価を行うことを目的としている。 

まず初めに Porphyromonas gingivalis ( Pg ) およびマウスの背面皮膚を用いて歯周病

感染器官培養モデルを作製した。同モデルを用いて Pg、Prevotella intermedia (Pi)、

Fusobacterium nucleatum (Fn)の 3種類の単独感染、あるいは 2種類を組み合わせた共感

染モデルを設定した。臨床的抗菌薬には、アジスロマイシン、セフジニル、ミノサイクリ

ン、メトロニダゾールを使用し、抗菌薬処理後の組織内部の生存菌数の測定により評価す

ることで歯周病感染器官培養モデルによる抗菌薬効果の検証を行った。その結果、組織内

部の細菌に対する抗菌薬の効果は菌種によって異なっていた。さらに 2種類の細菌種を混

合した混合感染器官培養モデルでは、単独細菌種の器官培養とは異なる結果が示された。

Pgとの共感染により Pi に対するアジスロマイシンの効果が減少し、Pgとの共感染によ

り Fnに対するセフジニルの効果が減少した。また、Pgと Piの組み合わせにはセフジニ

ルが、Pgと Fnの組み合わせにはメトロニダゾールが、Piと Fnの組み合わせにはセフジ

ニルが有効であった。これらの結果から、2菌種を用いた混合感染器官培養モデルでは Pg

と共感染することで、Pi、Fnがアジスロマイシンやセフジニルに対して抗菌薬抵抗性を

示し、本研究で使用した 3種類の菌種とその共感染に対してはセフジニル、メトロニダゾ

ールの併用が有効であると考えられた。以上の結果は、歯周病治療における抗菌薬の応用

を考える上で貴重な研究成果であり、博士（歯学）の授与に値すると判断された。  
 
 
 
 
 
 
 
 


